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1. 序論 

本研究は、北海道と宮城県の 2事例に焦点を当て Jリーグクラブ所在地域へのプロ野球

チーム新規フランチャイズが Jリーグクラブの観客数に与えた影響を検証したものである。 

 日本のプロサッカーリーグである J リーグは 1993 年に開幕した。図 1 は 1993 年か

ら 2010年までの Jリーグクラブ数の推移を示しているが、開幕当時 10クラブであったク

ラブ数は増加し続け、2011年には 37クラブまで達した。 

 

 

図 1 Jリーグクラブ数の推移 

 

J リーグが開幕する以前から、日本を代表する大衆スポーツとしてプロ野球が存在して

いるが、多くの Jリーグクラブはプロ野球チームのフランチャイズ地域にホームタウンを

新たに置くことで J リーグに参入した。J リーグクラブのホームタウンとプロ野球チーム
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のフランチャイズ地域を概観してみると、多くの Jリーグクラブのホームタウンがプロ野

球チームのフランチャイズ地域と重なっていることがわかる。 

また、J リーグとプロ野球の年間スケジュールは、J リーグが 3 月下旬から 11 月下旬、

プロ野球が 3月下旬から 10月下旬であり、シーズン開催期間も重なっている。 

さらに、それぞれのファン・サポーター層の重複も調査されており、「博報堂フォーサ

イト」は、ライフスタイル・イノベーション調査④～スポーツマインドと地域愛着度 1)に

おいて、プロ野球と Jリーグのチームが共に存在する地域を対象にし、それぞれのファン

の・サポーター層の重なり具合を調査した。図 2はその調査結果を示しているが、Jリー

グチームサポーターのプロ野球チームファン率は 90.1％、一方、プロ野球チームファンの

Jリーグチームサポーター率は 66.4％であることを明らかにしている。 

 

 

図 2 地域内のプロ野球チームファンと Jリーグクラブサポーターの重複率 
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プロ野球と J リーグとの関係について、河合・平田 2)は、その論文内において、プロ野

球チームの存在が J リーグクラブの観戦者数に負の影響を与えていることを明らかにし、

今後 Jリーグに加盟を目指すクラブにとっては、プロ野球チームの存在を考慮した立地選

択が必要になると述べた。 

しかし、2004年の日本ハムファイターズの北海道へのフランチャイズ地域の移転、また、

2005 年の東北楽天イーグルスのプロ野球への新規参入に伴う宮城県への新規フランチャ

イズは、従来の本拠地におけるプロ野球チームと J リーグクラブとの関係性とは異なる。 

北海道にはコンサドーレ札幌、宮城県にはベガルタ仙台が、プロ野球チームがフランチ

ャイズを行う前にホームタウンを置いていたためである。 

そこで本研究では、2 地域の事例（北海道、宮城県）を研究対象とし、J リーグクラブ

所在地域へのプロ野球チーム新規フランチャイズが Jリーグクラブの観客数に与えた影響

を検証することを目的とする。 

国内においてプロ野球チームの存在が Jリーグクラブの観客数に与える影響に関して検

証はされているが、プロ野球チームの新規フランチャイズが Jリーグクラブの観客数に与

えた影響に関しては検証されていない。 
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2. 研究手法 

 観客数に影響を与えた要因は多様であるため、複数の要因とともにプロ野球チームの新

規フランチャイズが Jリーグクラブの観客数に与えた影響を検証する。 

観客数の規定要因を探る研究は観戦需要研究と呼ばれており、その研究の多くで回帰式

が用いられている 3)。また、TV 放送の有無 4)や W 杯開催の影響 5)等といった特定の要因

を検証する際にも回帰式を用いた分析が用いられており、その特定の要因の影響を、複数

の要因とともに検証している。そこで、本研究では回帰式を用いて、複数の要因とともに

プロ野球チームの新規フランチャイズが Jリーグクラブの観客数に与えた影響を検証する。 

 本研究で用いる変数の設定に際して、本研究では、多くの先行研究に倣い Jリーグの

観客数に影響を与える要因を検証した河合・平田の分析モデルを倣った。河合・平田は観

客数を規定すると考えられる要因を、コストに関する「経済的要因」、試合内容に関する「試

合要因」、観戦時の要因に関する「観戦要因」、各クラブの人気に関する「人気要因」、Jリ

ーグの特徴に関する「Jリーグ要因」の 5つの要素に分類しているが、表１はその 5つの

分類ごとに、本研究で使用した説明変数を示している。また、本研究では、プロ野球チー

ムの新規フランチャイズが Jリーグクラブの観客数に与えた影響を検証するために「プロ

野球要因」を新たに加えた。なお、従属変数である「観客数」は対数変換したものとした。 

説明変数のうち、「降格 1年目」、「NPBフランチャイズ」、「NPB試合」は筆者が独自

に考案した変数であり、それ以外の変数は先行研究を直接引用、あるいは、改良した変数

である。改良した変数は「順位H、A」、「平均観客数H、A」の 4変数である。 
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表 1 使用した説明変数 

 

 

2.1. 経済的要因 

 経済的要因では、「所得H」、「人口H」、「移動距離」の 3変数を採用した。 

「チケット価格」はデータ取得ができなかったため、「ダービー」は両クラブとも同一の都

道府県にホームタウンを持つ他クラブが存在しないため除外した。 

所得H 

 総務省統計局 6)より得られた、ホームタウンの 1人当たりの可処分所得を対数変換した

要因 河合・平田 本研究
チケット価格
移動距離 移動距離
ダービー
人口H 人口H
所得H 所得H
昇格後1年目 昇格後1年目

降格後1年目
推定年俸H
推定年俸A
順位H 順位H
順位A 順位A
連勝数H

開幕戦 開幕戦
平日 平日
雨 雨
前年度平均観客数H 平均観客数H
前年度平均観客数A 平均観客数A
前年度アウェイの魅力
プロ野球チームの存在
プロ野球チームとの距離
4月開催試合 4月開催試合
10月開催試合 10月開催試合

NPBフランチャイズ
NPB試合

プロ野球要因

経済的要因

試合要因

観戦要因

人気要因

Jリーグ要因
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ものを「所得H」として用いた。 

人口H 

総務省統計局 6)より得られた、ホームタウンの人口を対数変換したものを「人口H」と

して用いた。 

移動距離 

 対戦クラブのホームタウン主要駅間の距離を「移動距離」として用いた。 

 

2.2. 試合要因 

 試合要因では、「昇格後１年目」、「順位 H」、「順位 A」の 3 変数を採用し、加えて、新

たに「降格 1年目」を本研究では用いた。 

 「連勝数 H」は当該シーズンの連勝数を示した変数であるが、本研究では、J1 リーグ、

J2リーグの両リーグを分析対象としたことから、所属リーグにより「連勝の価値」が異な

ると考え除外した。 

順位H、順位A 

 河合・平田は当該シーズンの前シリーズにおけるホームクラブの順位を「順位H」、ア

ウェイクラブの順位を「順位A」とし、観客数に正の影響を与えていると示したが、本研

究では、試合の魅力をより示すために、ホームクラブ、アウェイクラブの当該シーズンの

順位を用いた。また、Jリーグクラブ数は前述のとおり増加しているため、順位の価値が

年度間で異なる。そのため本研究では、当該シーズンの順位を総クラブ数で割ったものを

「順位H」、「順位A」と定義した。 
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昇格後 1年目 

 昇格後 1年目のクラブのホーム試合を「昇格後１年目」とし、ダミー変数を用いた。 

降格後 1年目 

 本研究では、J1リーグ、J2リーグの両リーグを分析対象としたため、降格後 1年目の

クラブのホーム試合を「昇格後１年目」と定義し、ダミー変数を用いた。 

 

2.3. 観戦要因 

 観戦要因は、「開幕戦」、「平日」、「雨」の 3変数を採用した。 

開幕戦 

ホームクラブのシーズン開幕の試合を「開幕戦」とし、ダミー変数を用いた。 

平日 

 平日に開催された試合を「平日」とし、ダミー変数を用いた。 

雨 

 雨、または、雪の日に開催された試合を「雨」とし、ダミー変数を用いた。 

2.4. 人気要因 

 人気要因では、「前年度平均観客数H、A」を独自に改良したものを用いた。 

「前年度アウェイクラブの魅力」はアウェイクラブの人気を示したものであるが、本研究

では「平均観客数A」によってアウェイクラブの人気を考慮したため除外した。 

平均観客数H、平均観客数A 

 河合・平田は当該シーズンの前シリーズにおけるホームクラブの平均観客数を「前年度
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平均観客数H、」、アウェイクラブの平均観客数を「前年度平均観客数A」とし、観客数に

正の影響を与えていると示したが、本研究では、観客数を予測することが目的ではないた

め、ホームクラブの当該シーズン平均観客数を対数変換したものを「平均観客数H」、ア

ウェイクラブの前年度平均観客数を対数変換したものを「平均観客数A」と定義し、当該

シーズンの各クラブの集客力をクラブの当該シーズンの人気を計る指標として用いた。 

2.5. Jリーグ要因 

 Jリーグ要因では、「4月開催」、「10月開催」を採用した。 

本研究では、新たな要因として「プロ野球要因」を加えたため、「プロ野球チームの存

在」、「プロ野球チームとの距離」の 2変数は除外した。 

4月開催 

 4月に開催された試合を「4月開催」とし、ダミー変数を用いた。 

10月開催 

 10月に開催された試合を「10月開催」とし、ダミー変数を用いた。 

 

2.6. プロ野球要因 

プロ野球要因は本研究で新たに用いた要因であり、2つの変数から成る。 

NPBフランチャイズ 

 本研究では、プロ野球チームの新規フランチャイズが Jリーグクラブの観客数に与えた

影響を検証するために、プロ野球チームのフランチャイズ以降のシーズンを「NPBフラン

チャイズ」と定義し、ダミー変数を用いた。 
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NPB試合 

 本研究では、ベースボールレコードブック 2005～20117)より得られたデータをもとに、

ホームクラブの試合が同一都道府県にフランチャイズしているプロ野球チームのホーム試

合の開催と同一日であった試合を「NPB試合」と定義し、ダミー変数を用いた。 

 

 以上のように毎試合における「観客数」を従属変数とし、上述の 16個の説明変数を用

いて、重回帰分析を行った。サンプル数は、506試合（札幌は 1998年から 2010年までの

計 260試合、仙台は 1999年から 2010年までの計 246試合）であり、分析にあたっては

SPSS18.0 for Windows を用いた。 

  



12 

 

3. 分析結果 

 分析結果は、表 2の通りである。前述のとおり本研究は、プロ野球チームの新規フラン

チャイズが Jリーグクラブの観客数に与えた影響を検証することを目的としたが、分析の

結果、「NPB フランチャイズ」は「観客数」に影響を与えていない、また、「NPB 試合」

は 1％水準で有意となり、「観客数」に負の影響を与えていたことが明らかになった。 

分析結果について、各カテゴリー別に見ていくと以下の通りである。 

 

表 2 重回帰分析結果 

 

 

偏回帰係数 標準誤差 β P値

.423 1.199 .353 .724

所得H .218 .185 .045 1.181 .238

人口H -.101 .051 -.096 -1.993 * .047

移動距離 .000 .000 -.066 -1.498 .135

順位H -.056 .075 -.044 -.747 .456

順位A -.009 .041 -.013 -.232 .817

降格後１年目 .023 .027 .045 .827 .409

昇格後１年目 .001 .021 .002 .052 .959

開幕戦 .011 .032 .012 .342 .733

平日 -.075 .019 -.137 -3.958 ** .000

雨 -.070 .022 -.110 -3.169 ** .002

平均観客数H .605 .081 .397 7.430 ** .000

平均観客数A .110 .038 .157 2.910 ** .004

4月開催 -.043 .021 -.070 -2.018 * .044

10月開催 -.074 .023 -.113 -3.208 ** .001

NPBフランチャイズ .016 .017 .041 .977 .329

NPB試合 -.098 .020 -.184 -4.826 ** .000

t値

.428

.409

22.882

サンプル=506試合

*=5％水準で有意、**=1％水準で有意

従属変数：観客数

説明変数

定数項

.000

試合要因

経済的要因

観戦要因

人気要因

Jリーグ要因

プロ野球要因

決定係数

自由度調整済み決定係数

F値

P値
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3.1. 経済的要因 

 「人口 H」は「観客数」に負の影響を与え、「所得 H」、「移動距離」は「観客数」に影

響を与えていなかったことが明らかになった。 

3.2. 試合要因 

 「順位H」、「順位A」、「昇格後１年目」、「降格後 1年目」は「観客数」に影響を与えて

いなかったことが明らかになった。 

3.3. 観戦要因 

 「平日」、「雨」は「観客数」に負の影響を与え、「開幕戦」は「観客数」に影響を与えて

いなかったことが明らかになった。 

3.4. 人気要因 

 「平均観客数H」、「平均観客数A」は「観客数」に正の影響を与えていたことが明らか

になった。 

3.5. Jリーグ要因 

 「4月開催」、「10月開催」は「観客数」に負の影響を与えていたことが明らかになった。 

3.6. プロ野球要因 

 「NPB試合」は「観客数」に負の影響を与え、「NPBフランチャイズ」は観客数に影響

を与えていなかったことが明らかになった。 
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4. 考察 

 重回帰分析によって、複数の要因とともにプロ野球チームの新規フランチャイズが Jリ

ーグクラブの観客数に与えた影響を検証することができ、「NPB 試合」は「観客数」に負

の影響を与え、「NPB フランチャイズ」は「観客数」に影響を与えていなかったことが明

らかになった。 

すなわち、J リーグクラブ所在地域へのプロ野球チーム新規フランチャイズは J リーグ

クラブの観客数に影響を与えなかったが、プロ野球チームのホーム試合と Jリーグクラブ

のホーム試合の開催が同一日の場合、Jリーグクラブの観客数は減少していたと言える。 

従って、プロ野球チームの新規フランチャイズ地域に既に所在していた Jリーグクラブ

は、「平日」や「雨」といった観戦状況の悪さや「4 月開催」や「10 月開催」といった日

本国民の恒例行事を考慮するといった河合・平田が指摘した点とともに、プロ野球チーム

のホーム試合のスケジュールを考慮したうえで、試合スケジュールを構築する必要がある

と言える。 
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5. 結論 

 本研究は、コンサドーレ札幌の 1998年から 2010年、ベガルタ仙台の 1999年から 2010

年までの全試合のデータを用いて、J リーグクラブ所在地域へのプロ野球チーム新規フラ

ンチャイズが Jリーグクラブの観客数に与えた影響を検証したものである。 

 従属変数に毎試合の「観客数」、説明変数に、プロ野球チームのフランチャイズ以降のシ

ーズンを示す「NPBフランチャイズ」、プロ野球チームのホームゲーム開催と Jリーグク

ラブのホームゲームの同日開催を示す「NPB試合」を含む 16個の変数から成るモデルを

用いることで、複数の要因を考慮したうえで、その影響を明らかにした。 

 その結果、「NPB試合」は「観客数」に負の影響を与え、「NPBフランチャイズ」は「観

客数」に影響を与えていなかったことが明らかになった。 

すなわち、J リーグクラブ所在地域へのプロ野球チーム新規フランチャイズは J リーグ

クラブの観客数に影響を与えなかったが、プロ野球チームのホーム試合と Jリーグクラブ

のホーム試合の開催が同一場合、Jリーグクラブの観客数は減少していたと言える。 

従って、プロ野球チームの新規フランチャイズ地域に既に所在していた Jリーグクラブは、

「平日」や「雨」といった観戦状況の悪さや「4月開催」や「10月開催」といった日本国

民の恒例行事を考慮するといった河合・平田が指摘した点とともに、プロ野球チームのホ

ーム試合のスケジュールを考慮したうえで、試合スケジュールを構築する必要があると言

える。  
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